
第二次スクリーニング計画策定業務委託 概要版

＜大規模盛土箇所＞
マゼンタ着色箇所：第二次スクリーニング
黄色着色箇所 ：経過観察
緑色着色箇所 ：通常監視

既往業務（令和3年度）の現地踏査および
第二次スクリーニング優先度評価

優先度評価の見直し・簡易地盤調査計画の策定

(既往業務)
B1：5箇所
B3：24箇所
C：14箇所

(本業務見直し)
A2：1箇所
A4：4箇所
B1：9箇所
B2：1箇所
B3：15箇所
C：13箇所

現地踏査

＜注目した項目＞
すべり変状の有無
湧水・湧水痕の有無

ランクA盛土のうち,
〇1盛土は変状が顕著で簡易地盤調査なしで
「第二次スクリーニング」対象へ（348-T-007)

〇3盛土を簡易地盤調査対象として選定
(348-T-022、-031、036）

〇1盛土は盛土形状の面でAランクとなったが変
状・湧水無く、「経過観察」へ （348-T-032)

簡易地盤調査

学識経験者との検討会

第二次スクリーニング優先度評価・調査計画策定
（次ページ）

＜指摘事項＞
〇盛土下側に軟弱層が存在する
箇所は滑動崩落の可能性あり

〇盛土中央での地下水位が高い
可能性が否定できない

右フローに基づき、
3箇所とも盛土自体は
軟弱だが、盛土内での
地下水位が低く、一旦
「経過観察」と評価

選定した3盛土の末端部付近
でラムサウンディングを実施

現地踏査

東京電機大学 石川准教授 指摘を受けて、348-T-022、
348-T-031は「第二次スク
リーニング」対象へと変
更した。（ただし地下水位
が低いことが判明すれば
滑動崩落の可能性が小さく
なる)

B3/C⇒B1ランクとなった盛土が7箇所
〇湧水痕・コケ繁茂など地下水位が高い可能性のある箇所
〇軟弱な沖積層の上に盛土されている箇所

早期に第二次スクリーニングを
実施すべき優先度の高い盛土を
選定するフロー

大規模盛土造成地の滑動
崩落対策推進ガイドライ
ンの優先度評価フロー



現地調査・簡易地盤調査による優先度判定結果

第二次スクリーニング：3箇所
(1) 348-T-007（優先実施）：ボーリング(3孔）・表面波探査（2測線）・室内試験・地下水位観測・安定解析
(2) 348-T-022（予備的調査）：ボーリング（1孔）・室内試験・地下水位観測・安定解析
(3) 348-T-031（予備的調査）：ボーリング（1孔）・室内試験・地下水位観測・安定解析

経過観察 ：12箇所

通常監視 ：28箇所

対象盛土43箇所中に
第二次スクリーニング
：3箇所
経過観察：12箇所
通常監視：28箇所

：5年間隔程度で定期点検、変状進行で第二次スクリーニングへ移行

：10年間隔程度で定期点検、住⺠からの通報や⽇常パトロールなどの活⽤

□今後の方針


